
平成２６年度第３回草加市みんなでまちづくり会議 

議 事 録 

 

 

１ 開催日時 

  平成２６年１０月２１日（火）午後７時から午後９時１５分 

２ 開催場所 

  草加市文化会館 第１会議室 

３ 出席者の氏名 

  (1）登 録 員 ２６名  

  (2) 事 務 局 みんなでまちづくり課：山岡課長、山﨑課長補佐、巖上主任、亀山主任 

                    井上主事、二見主事 

         市民活動センター：藤倉所長、細野主事 

  (3) 議題担当 総合政策課：芝田課長、福原主幹、亀田主査、中田主事、角田主事 

         住宅・都市計画課：柴崎課長補佐、安田係長、峯主事、野間主事 

４ 会議の議題 

  次期草加市総合振興計画について（市からの発信・情報共有） 

５ 公開・非公開の別 

  公開 

６ 傍聴者数  

  ０人 

７ 会議の内容 

  別紙議事録のとおり 

８ 議事録署名人 

  山口一郎登録員、加納正行登録員 
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平成２６年度第３回草加市みんなでまちづくり会議 
議 事 録 

 

【実施日時】平成２６年１０月２１日（火）午後７時～午後９時１５分 

【実施場所】草加市文化会館 第１会議室 

【出 席 者】まちづくり登録員：２６名、傍聴者：０名 

      事務局：みんなでまちづくり課（山岡課長、山﨑課長補佐、巖上主任、亀山主任 

          井上主事、二見主事）、市民活動センター（藤倉所長、細野主事） 

      議題担当：総合政策課（芝田課長、福原主幹、亀田主査、中田主事、角田主事） 

           住宅・都市計画課（柴崎課長補佐、安田係長、峯主事、野間主事） 

                                            

１．開 会 

２．議 事 

 ＜議題＞ 

  次期草加市総合振興計画について 

   ①趣旨・資料等説明 

   ②グループ討議 

   ③グループ発表 

３．閉 会 

 

【議事内容】 

-開会- 

【事務局】 

（山﨑課長補佐） 

 

 

 

 

【事務局】 

 (山岡課長) 

【事務局】 

（山﨑課長補佐） 

‐資料確認‐ 

 

 

 

 

 

 皆様、本日はお忙しい中お集まりいただきありがとうございます。

定刻になりましたので、平成26年度第3回草加市みんなでまちづくり会

議を開催します。本日司会を務めるのは、みんなでまちづくり課課長

補佐の山﨑です。よろしくお願いします。初めに、事務局のみんなで

まちづくり課課長 山岡よりご挨拶申し上げます。 

 

【挨拶】 

 

 それでは、まず、皆様にお配りしました資料の確認をいたします。 

◆配布資料◆ 

①次第 

②資料「草加市みんなでまちづくり会議」 

③資料「草加市みんなでまちづくり会議<資料説明>」 

④資料「（仮）第四次草加市総合振興計画・草加市都市計画マスター

プラン改訂にあたっての考え方（案）」 
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-署名人の決定- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-議事- 

【総合政策課】 

（亀田主査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料は揃っていますか。持ってない方や資料に不備がある場合は挙

手で知らせてください。 

 

【会議録の署名について】 

 次に、会議開催に当たり議事録を作成しますので、議事録の署名人

を２名決定します。本日は、山口一郎様、加納正行様にお願いしたい

のですが、よろしいでしょうか。山口様、加納様、よろしくお願いし

ます。 

 本日の議題は「次期草加市総合振興計画について」でございます。

本日のみんなでまちづくり会議は市総合政策課が担当し、次期草加市

総合振興計画について登録員の皆さまに情報提供をさせていただきま

す。 

 この後は総合政策課が進めていきます。それでは、よろしくお願い

します。 

 

 本日は遅い時間にも関わらず多くの皆さまにお集まりいただきあり

がとうございます。 

 現在、市では草加市の基本となる計画である草加市総合振興計画と

草加市都市計画マスタープランの策定を進めているところです。今回

の議題は「次期草加市総合振興計画について」ということでご案内さ

せていただきましたが、都市計画マスタープランも草加市のまちづく

り、主にハード面の基本となる計画であり、一体となって策定を進め

ておりますので、本日は都市計画マスタープランについてもご意見を

いただければと思っております。 

 後程またご説明いたしますが、お配りした資料の中に、本日、議論

をしていただく際の材料をご用意しました。総合振興計画と都市計画

マスタープランは材料となるものが異なっておりますので、説明終了

後、総合振興計画を議論していただくテーブルと都市計画マスタープ

ランを議論していただくテーブルに分けさせていただきたいと思って

おります。希望を募って分けていきたいと思いますので、説明を聞き

ながらどちらの方がいいかとお考えいただければと思います。 

 それでは、計画づくりの前提となっている計画策定の考え方や草加

市がこれからの社会状況をどういう形で認識しているかについてご説

明をさせていただきたいと思います。資料「草加市みんなでまちづく

り会議≪説明資料≫」を中心に説明します。 

 本日、みんなでまちづくり課の他に総合政策課と住宅・都市計画

課、市長付と地域経営室から職員が来ております。みなさんのご様子
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【総合政策課・住宅・都市計画課】 

（亀田主査・峯主事） 

 

 

 

【総合政策課】 

（亀田主査） 

 

 

 

 

 

 

 

【地域計画建築研究所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域計画建築研究所】 

 

 

 

 

 

【登録員Ａ】 

 

を見せていただき、また、一緒に議論をさせていただければと思いま

すのでよろしくお願いいたします。 

 それでは説明に入らせていただきます。 

 

【草加市総合振興計画・草加市都市計画マスタープランについて説明】 

 ※資料「草加市みんなでまちづくり会議<資料説明>」「（仮）第四

次草加市総合振興計画・草加市都市計画マスタープラン改訂にあたっ

ての考え方（案）」 

 

 長時間に渡りありがとうございました。本来でしたら質問等をお受

けしたいところですが、この後の議論の時間が少なくなってしまうの

で、ご質問等がある方は、テーブルの上に置かせていただいたピンク

色の付箋紙に記入していただくか、もしくはこの後の議論の中で職員

がテーブルに入りますので、そこでお寄せいただければと思います。 

 では、ここからの進行は、本日、ワークショップの補助で来ていた

だいた地域計画建築研究所の方にお願いしようと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

 皆さんこんばんは。本日は、私共のスタッフが他に２名来ておりま

す。議論の補助等をしていきますので、よろしくお願いします。 

【ワークショップの進め方について説明】 

 ※総合振興計画と都市計画マスタープランを議論するグループ分け 

 それでは、テーブルの中で進行役と発表する方を決めてから、それ

ぞれ議論をスタートしてください。30分を目安に議論してください。

大変申し訳ございませんが、短い時間の中で密度の濃い議論をしてい

ただければと思いますので、よろしくお願いします。 

 

【各テーブルでの議論】 

 

 皆さん、時間になりましたので発表に入りたいと思います。1グルー

プ3分で発表してください。時間が短いので、議論の経過や特にこんな

意見が多かった、こんな特徴がある意見があったなどを中心に手短に

まとめていただければと思います。それではＡグループからお願いし

ます。 

 

 Ａグループでは、多岐に渡っていろいろ意見を出し合いながらそれ

について話しました。細かく言うときりがないのですが、子育てや高
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【登録員Ｂ】 

 

 

 

 

 

【登録員Ａ】 

 

 

【地域計画建築研究所】 

 

【登録員Ｃ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

齢者の問題、環境を整えることについて意見が出ていました。他に

は、広場的なつながりが持てるような場所があったらいいという意

見、全体的に住宅に注意が行きそうですけど、商業的なことも重要

で、ものづくりの広場も必要であるという意見がありました。地域の

コミュニティをもう少し活性化していく。どの施策にも当てはまると

思いますが、もう少しつながりを深めていけば、いろんなことが見え

てくるのではないか、問題点もいい点も見えてくるのではないかと全

体的に感じました。 

 

 全体的に見て、高齢者に優しいという言葉が出ますが、草加駅の西

口地区と駅前の東口地区もそうだと思うのですが、マンションで子育

てをしている世帯が非常に多いです。その方たちの意見も考えた都市

整備の在り方、そういった方たちにアピールすることで、活性化につ

ながっていくのではないかと思います。 

 

 子どものことに関して、スクールゾーンが意外と少ないのではない

か、緑は重要だという意見がありました。 

 

 ありがとうございました。それでは、Ｂグループお願いします。 

 

 時間が少ない中で、もう１度意見交換を行いたいという意見があり

ました。今回は総合振興計画についてでしたが、片側だけではなく、

入れ替えて議論して全体的に意見を出したいということを前提にここ

まで意見を出させていただきました。 

 「(1)水と緑のまちづくり」では、左岸広場の噴水がとてもいいの

で、そういうところでイベントをやりたい。保全だけでなく、野生生

物が生きる空間がある緑の保全をといった意見が出ております。出て

ない項目もありますが、「(4)安全で円滑な交通」では、草加駅前に自

転車専用レーンがありますが、基本的に草加市の道路は道幅が狭く、

歩行者との区別ができないところもあるので、そういったところが安

全になったらいいと思います。駐輪場もすごくよかったです。「(6)に

ぎわいの創出とものづくりの発信」で少し気になったところは、草加

煎餅は自分たちが思っている以上に全国では有名なブランドなので、

ＰＲを再度見直して、もう一度力を入れてやっていった方がいいので

はという意見がありました。「(8)活力と生きがいのある高齢社会」で

すが、未来のことに関して話が出ていますが、現状はかなり高齢化が

住んでいるので、今住んでいる方のためにもバリアフリーの対策を急
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【地域計画建築研究所】 

 

 

 

 

【登録員Ｄ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピッチで進めたり、高齢者向けのサイクリングロードがあったらいい

という意見がでました。スポーツで鍛える面もあれば、現状の対策を

という両面で意見がでました。「(9)みんなで取り組む子育て」に関し

ては、Ａグループでも話が出ましたが、子どものための施設をもっと

優先してもいいのではないかという意見が出ました。中高生の居場所

です。「(10)ともに暮らす地域づくり」では、生活保護世帯が増加し

て財政を圧迫しています。草加に流入している人たちが多いらしいの

で、シビアにチェックするべきだという意見が出ております。「(11)

草加らしい豊かな暮らし」では、草加の限られた施設の中で、スポー

ツも大事ですが、文化会館の建て直しをした方がいいのではないかと

いう意見が出ました。 

 

 ありがとうございました。各グループでこんな意見がたくさん出

た、こういったところで意見が対立した、こんなユニークな意見があ

ったなどを中心に、手短に発表していただければと思います。それで

は、Ｃグループお願いします。 

 

 Ｃグループでは、自分たちが関心を持つことを書き出して番号に貼

っていきました。意見交換する時間がないので、自分が感じているこ

とをどんどん出すやり方をしました。その中で、まず出たのは、川を

きれいにして欲しいということです。親水スペースを作って、そこが

地域コミュニティの場所になるように川を活かして欲しい。子どもの

ことが多く出ていました。まちづくりの視点の中で、まず、施策の名

称が「みんなで取り組む子育て」となっていますが、「みんなで取り

組む子ども育て」という、「子ども」を入れた施策にして欲しいとい

う意見が出ました。その中で、子どもの意見を取り入れるまちづくり

の仕組みをつくることと、子育て施設の見直しをして欲しいという意

見がありました。子どもと大人が自然に交流し、子どもと大人ではな

く、子ども大人みんなでまちを作る仕組み、交流のポイントを増やし

ていくことです。それは、ともに暮らす地域づくりにもつながる視点

ですが、そのような意見が出ておりました。ともに暮らす地域づくり

では、障がいがある人とない人の区別なくまちの中が交流できるまち

づくりが必要です。 

 施策の順番で、「活力と生きがいのある高齢社会」が8番で「みんな

で取り組む子育て」が9番になっていますが、40年後ということであれ

ば、高齢者よりも子どものことを中心にやっていかなければいけない

ので、順番を変えて、8番が子どもで9番が高齢者でもいいのではない
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【地域計画建築研究所】 

 

【登録員Ｅ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地域計画建築研究所】 

 

 

【登録員Ｆ】 

 

 

 

 

 

かという意見が高齢者から出ました。 

 自転車についてですが、道路を車と自転車に分けないと危険なの

で、車が少々犠牲になっても一歩通行の道路を増やすとか、自転車と

歩行者が安全に通行できる道の活用を考えていくといいのではないか

という意見が出ました。「ともに暮らす地域づくり」で、障がい者と

健常者が情報共有できることが大切だという意見が出ていました。 

 

 ありがとうござました。それでは、Ｄグループお願いします。 

 

 Ｄグループでは、全部話し合うのは難しいので、「３活気の創出」

と「４地域の共生」に絞って話すことにしました。行政に質問がたく

さんあります。どういった回答があるのか楽しみにしております。 

 「活気の創出」と「地域の共生」はいろんなところに関わってきま

すので、絞るのがとても難しかったです。公民館の活用で地域性をも

っと持たせた方がいいのではないか。歴史のよさをどのように残すの

か。企業に対するものづくりの協力がありますが、市民に対してのも

のづくりがあまりなされてないので、行政の応援でものづくりに力を

入れてもらいたいです。町会に関してですが、お年寄りのイベントは

ありますが、子育てや子どもたちが地域に自由に入ってくる場があり

ません。ですから、町会だけでなく、いろんな場で子どもたちが自由

に入ってくる組織をぜひ作ってもらいたいです。それから、各地でい

ろんなイベントをやっていますが、イベントの取り組みで、その地域

或いは関わっている団体だけでなく、いろんなところと協力しなが

ら、主催している人たちの顔なじみが参加するだけではなく、多くの

市民が参加できるような雰囲気や場、イベントのやり方に力を入れて

もらいたいです。子どもに関わることや公民館などの施設に関わるこ

とが多く出ておりました。 

 

 ありがとうございました。最後、都市計画マスタープランについて

意見交換をしていただいたＥグループお願いします。 

 

 まず、質問です。都市計画マスタープランについては、15年前に既

に1度検討会があったそうで、それが現行の都市計画マスタープランに

どのように活かされているのか検証しないで次の都市計画マスタープ

ランを策定するというのはどうなのか、という質問が出ました。前回

の都市計画マスタープランの検討会があって、今回はコンサルタント

に頼んだという情報があるようで、どうして市民に先に聞かないの
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【地域計画建築研究所】 

 

 

 

 

 

【総合政策課】 

（亀田主査） 

 

か、ここで検証するよりも企画の段階で市民に問うてもいいのではな

いか、という質問です。他には、マスタープランと振興計画はどう違

うのか。二重に議論する人数と時間があるのなら、１つにしても構わ

ないのではないかという素朴な質問です。他には、商業業務地域の業

務を抜かしてはダメなのか。一般的には商業地域と言われています

が、業務は何かという質問です。そして、時間が短すぎるので、もう

ちょっと時間をとれませんか、という質問です。 

 よい点についてです。自転車の活用はいいという意見がありまし

た。交通ネットワークの整備については、お年寄りが増加し、子ども

も増えていくとすると、公共の交通ネットワークが欲しいと思いま

す。ネットワークづくりへの取り組みについてですが、ネットワーク

があって人と人とがつながっている場所には、ずっと住んでいたいと

思います。もっと暖かいまちにしていこうと思いますので、ネットワ

ークづくりの取り組みは、草加に長く住むにはとても大切なことだと

思います。 

 改善したい点です。コミュニティバスをもっと増やして欲しいで

す。他には、工場と住宅地の住み分けについては、草加のまちは工業

と共に発展したまちだという歴史を考えずに、勝手に住み分けを考え

ないで欲しいです。むしろ、工業と住宅との共存、コミュニケーショ

ンをとるまちづくりにして欲しいです。若者が草加の中に点在してい

るものづくりの工場で働き、地元で働いて、地元のまちの担い手にな

ってくれたらいいという意見です。それと同時に、人口が減少して収

入を得られないのに計画はあり得ないということです。まず、増収の

ことを考えて欲しいです。いろんな建物を建てるよりも、調整の方向

で、もし人口が減るとすると建物を建てるよりも整備を中心にした方

がいいのではないかという意見です。具体的な取組としては、松原団

地駅東口駅前広場を広くする、小売店の活性化などです。 

 

 ありがとうございました。これで発表が全て終わりました。今日、

全ての付箋が読めてないと思いますので、皆さんが付箋に書いた内容

は事務局で取りまとめをしてまたお返ししたいと思いますのでご了承

ください。短い時間の中でたくさんの意見を出していただきありがと

うございました。 

 

 皆さん、ありがとうございました。市民の皆さんの意見をお伺いす

る場はこれで終わりではなく、地区別懇談会を開催させていただきま

す。お時間のある方はぜひご参加いただければと思います。今日いた
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【事務局】 

（山﨑課長補佐） 

だきましたご質問は、整理して皆さんにお返しいたしますのでよろし

くお願いします。それでは、総合政策課はこれで終わりとなります。

みなさん、どうもありがとうございました。 

 

 皆さん、たいへんお疲れ様でした。これで本日の議題は終了となり

ます。１点ご報告をさせていただきたいのですが、今回の会議開催の

ご案内をさせていただいた時に、前回の会議を踏まえて皆さんから会

議で話し合うテーマを募集させていただきました。募集期間は先週末

まででしたが、今のところいただいたのは１件です。募集期間が短か

ったということもありますので、期間を延長させていただきたいと思

います。改めて別途、郵便でご案内させていただきますが、年内いっ

ぱいまで期間を延ばしたいと思います。その上で、次回の会議を平成2

7年1月28日にこの会場で行います。 

 募集期間を延長するご案内をする時に、現在いただいているテーマ

を参考に送らせていただきますので、1件でも多く出していただきます

ようご協力をお願いします。 

 それでは、これをもちまして平成26年度第3回定例会議を終了いたし

ます。ありがとうございました。 

 

 

                       議事録署名人  加納 正行        

 

 

                       議事録署名人  山口 一郎        

 



草加市みんなでまちづくり会議
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１ （仮）第四次総合振興計画で
取り組むべき事項について検
討する。

２ 都市計画マスタープランのま
ちづくりの理念や都市計画の
目標のうち、都市づくりの目標
について検討する。

本日の目標 Today’s Goal

｜2
SOKA CITY

©2014 草加市



本日の時間割

1．趣旨説明等(10分) 19：00～19：10

2．資料説明(35分) 19：10～19：45

19：45～19：553．進め方の説明(10分)

｜3

20：55～21：00

19：55～20：40４．グループ討議(45分)

20：40～20：55５．グループ発表(15分)

６．連絡事項・閉会(5分)

※休憩はグループごとに適宜とって下さい。
SOKA CITY

©2014 草加市



総合振興計画を検討するグループと、
都市計画マスタープランを検討するグ
ループに分かれて意見交換をします。

どちらか興味のあるテーマのテーブル
についてください。

各テーブルの進行役と発表者は、集
まった参加者の方の中から選んでくだ
さい。

意見交換について（１／７）

｜4
SOKA CITY

©2014 草加市



意見交換する内容

1総合振興計画について

計画の体系を見ながら、(1)～(11)の
各項目ごとに重要だと思う取組を提案
してください。

意見交換について（２／７）

｜5
SOKA CITY

©2014 草加市



意見交換する内容

1都市計画マスタープランについて

●「都市づくりの目標」の修正案について、
「良い点」、「改善したい点・不足している
点」について、その理由も含めてご意見
ください。

●都市づくりの目標を実現するために必要
な「具体的な取組」についてご意見くださ
い。

意見交換について（３／７）

｜6
SOKA CITY

©2014 草加市



□意見の記述例

１ 総合振興計画

（1）水と緑のまちづくり

●地域の空き地を活用した緑の空間づくり

（４）安全で円滑な交通

●コミュニティバスのルートの増設と頻度の増加

（8）活力と生きがいのある高齢社会

●高年者が地域で気軽に立ち寄れる場所づくり

意見交換について（４／７）

｜8

SOKA CITY
©2014 草加市



□意見の記述例

２ 都市計画マスタープラン

■よい点 【（２）①について】

●自転車走行環境の整備を入れたこと

理由：平坦な草加ではもっと自転車が利用されるべき

■改善すべき点・不足している点 【（４）①について】

●住環境と工業は調和ではなく住み分けすべき

理由：良好な住環境と工業は両立が難しい

■具体的な取組 【（６）について】

●空き家の活用による若者が定住できる住宅供給

意見交換について（５／７）

｜8

SOKA CITY
©2014 草加市



□とりまとめイメージ(総合振興計画)

意見交換について（６／７）

都市

１グループ 参加者：●●、●●、●●、●● Ｈ26.10.21

｜9

(１) (２)

(5)

(8)

(４)

(9) (11)

SOKA CITY
©2014 草加市

(３)

(6) (7)



□とりまとめイメージ（都市計画マスタープラン）

意見交換について（７／７）

都市

３グループ 参加者：●●、●●、●●、●● Ｈ26.10.21

１

２

４

５ 不足

｜9

良い点 改善したい点・
不足している点

具体的な取組

SOKA CITY
©2014 草加市

６ 不足

３



意見は必ず付箋にご記入ください。付箋
に書かれていない意見は記録として残り

ません。

他の参加者の発言をよく聴き、自分の考
えを広げましょう。

限られた時間の中で全員が発言できるよ
う、発言は手短に。

互いを勇気づけ、意見を言いやすい雰囲
気をつくりましょう。

意見交換での注意事項(お願い)

｜11

※困ったことがあったら手を挙げてください。
スタッフがサポートします。SOKA CITY

©2014 草加市
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1.草加市総合振興計画とは
2.草加市都市計画マスタープランとは
3.計画策定の考え方
4.計画の期間
5.前提となる条件

草加市みんなでまちづくり会議
＜説明資料＞



草加市総合振興計画とは

SOKA CITY
©2014 草加市 ｜1

草加市総合振興計画とは

本市の将来像を示し、その実現のための考え方や具体的取組を総合的・網羅的に示したものです。本市
の将来像とその実現のための施策の方針を定めた「基本構想」、基本構想に基づき、施策を体系化し、
行政の各部門ごとの取組を定めた「基本計画」、基本計画に定められた取組を具体化するため、事業内
容、事業費を定める「実施計画」で構成されています。平成16年に施行された「草加市みんなでまちづ
くり自治基本条例」において、基本構想と基本計画は議会の議決を経て定めることとされています。

第三次草加市総合振興計画

現在、本市では、平成27（2015）年を目標年とする「第三次草
加市総合振興計画」に基づき、各種施策を推進しています。第
三次草加市総合振興計画基本構想では、将来都市像を「快適都
市」と定めています。「快適都市」は、「いつまでもこのまち
で暮らしたい」、「このまちで子どもを育てたい」と実感でき
る都市のことです。

「快適都市」は次の3つの基本的要素から成り立っています。

１ 快適な環境…環境にやさしい水と緑のまちをつくる

２ 安心と安全…人にやさしいにぎわいのあるまちをつくる

３ 地域の共生…ともに力をあわせて自分たちのまちをつくる



草加市都市計画マスタープランとは

SOKA CITY
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草加市都市計画マスタープランとは

正式名称は、「市町村の都市計画に関する基本的な方針」といい、都市計画法第１８条の２の規定に基づ
き、市町村は、その策定が義務付けられており、市民参加のもとに、まちづくりの将来像や方針を定める
ものです。市の都市計画は、全て都市計画マスタープランに即したものでなくてはならなく、本市におい
ては、平成１１年度に平成２７年を目標年次とする都市計画ＭＰを策定し、まちづくりを進めてまいりま
した。

都市計画マスタープランは法により、総合計画及び都市計画区域の整備、開発及び保全の方針に即したも
のでなくてはなりません。

・土地区画整理事業等の都市計画決定 など

・草加市開発事業等の手続
及び基準等に関する条例

など・環境基本計画　　　　　　　　など

・草加市景観計画

・緑の基本計画・用途地域等の指定

・地区計画等の都市計画決定

事業基本計画・実施計画等 法令、条例、要綱等都市計画等の決定、変更

都市計画マスタープラン
（都市計画法第１８条の２）

都市計画区域の整備、開発及び保全の方針

（都市計画法第６条の２）

第三次草加市総合振興計画

（草加市みんなでまちづくり自治基本条例）

各種事務事業の実施

具体的なまちづくり
道路・公園等の整備、市街地開発事業、地区計画制度の活用、建築協定 など

※都市計画区域の整備、開発及び保全の方針とは
都市計画区域マスタープランとも呼ばれ、都道府県が、都市計画区域ごとに定める。全ての都市計画は、この方針に即さなければならない。（草加

都市計画区域（約7,500ｈａ）は、草加市、八潮市、三郷市からなる）



計画策定の考え方

SOKA CITY
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草加市
総合振興
計画策定
基本方針

●使い続けることのできる計画
●市民と共有できる計画

前提となる条件・課題

●社会 人口減少・超高齢化（人口構成の変化、高齢単身世帯の増加）
●環境 防災・地球温暖化（地震、豪雨等への対応、社会変化に対応した土地利用）
●経済 行政コスト（持続可能な財政運営、公共施設の維持・更新コスト）

市民とのパートナーシップ（みんなでまちづくり自治基本条例）

新
た
な
計
画

新
た
な
計
画未来まちづくり市民会議で示された協働の視点

・人づくり ・場づくり ・情報 ・コミュニティ ・多様性の確保と創出
・既存資源の利活用 ・「安心」の向上 ・「元気」の向上

これからの社会に向けた行政の取組:「地域経営指針」
●「地域の豊かさ」を最優先に考える
●つよいまちをつくる
●資源を有効に活用する

第
三
次
草
加
市
総
合
振
興
計
画
の
取
組

草
加
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
取
組

計画策定の視点

草加市
都市計画

マスタープラン
基本方針

●草加市総合振興計画と草加市都市計画マスタープランの連携
●実現可能な都市計画マスタープランへ
●コミュニティー単位への地区別方針の再編



H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 H40 H41 H42 H43 H44 H45 H46 H47 H48

市長任期 市長任期 市長任期 市長任期 市長任期 市長任期

基本構想 検証 検証 見直し 検証 改訂

第１期基本計画 改訂 第２期基本計画 改訂 第３期基本計画 改訂 第４期基本計画 改訂 第５期基本計画 改訂

次期　草加市都市計画マスタープラン 検証

計画の期間
 基本構想の計画期間は、団塊ジュニア世代が60歳を迎える平成47年以降、草加市を取り巻
く社会状況が大きく変化すること、及び草加市都市計画マスタープランとの整合を考慮し
て20年としたい。

 草加市都市計画マスタープランは、計画期間を平成28年度～平成47年度(20年間)とする。

ただし、目標年次前に社会情勢等の変化により、必要が応じた場合は見直しを行います。

 10～12年後に基本構想の本格的見直しを想定。それまでの取組を振り返り、基本構想の残
り８年間をどのように取り組むかを検討。

（草加市都市計画マスタープランの検証も同時期を想定。）

 基本計画の計画期間は、市長任期と合わせて４年間としたい。

 基本計画の見直しの際に、基本構想も一定の検証を行う。

新規（案）

現行

SOKA CITY
©2014 草加市

計画の期間

｜4

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

前期基本計画 中期基本計画 後期基本計画

現行　草加市都市計画マスタープラン

市長任期 市長任期 市長任期 市長任期 市長任期

基本構想



前提となる条件①

SOKA CITY
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（１）社会

●人口：人口減少と超高齢化、少子化の進行、生産年齢人口減少

これまで草加市の総人口は増加

を続け、平成26年4月1日現在で約

244,715人に達しています。

一方今後、総人口は減少に転じ、

老年人口の増加と年少人口及び生

産年齢人口の減少が予測されてい

ます。

資料：昭和35～50年は国勢調査、昭和54～64年は住民

基本台帳、平成6～21年は総人口、平成26年は住民基

本台帳、平成31年以降は地域経営室による独自推計。

昭和35～50年は10月1日時点、昭和54～平成6年は1

月1日時点、平成11年以降は4月1日時点。

※グラフの出典は、明記されていないものに
ついては『草加市統計データブック2014』



前提となる条件②

SOKA CITY
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●世帯：高齢者単身世帯の増加

これまでの推移では、世帯数が

増加した一方、平均世帯人員は

減少しています。世帯類型をみる

と、平成24年で単身世帯が最も多

く、将来高齢者の単身世帯が更に

増加すると見込まれます。

●世帯数・平均世帯人員の推移 –過去～現在～未来 -

●世帯類型別将来推計 ●単身世帯 年代別将来推計

資料：総人口→S35～H22は国勢調査、H24～74はコー
ホート要因法にて地域経営室で算出した人口推計。
世帯数→S35～H22は国勢調査、H24～74は世帯主率
法にて地域経営室で算出した世帯推計。

資料：世帯主率法にて地
域経営室で算出した世帯
推計。



前提となる条件③

SOKA CITY
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（２）環境

●土地・土地利用：人口減少、防災・減災などを見据えた土地利用

草加市は、市域の90%以上が市街化区域となっ

ており、他市と比べても高い状況です。市街化区

域では、都市機能の維持増進・住環境の保護等

を目的とした土地の合理的利用を図るため、用途

地域が定められています。 また、地目別に土地

利用を見てみると、田畑や雑種地が宅地化され、

その比率は年々増加していることが窺えます。

●区域区分（市街化区域と市街化調整区域） ●用途地域の種類と割合

●地目別土地面積割合の推移



前提となる条件④

SOKA CITY
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●防災・地球温暖化：地震災害を受けやすい特性・豪雨等への対応

出典：『草加市地域防災計画(震災対策編）』

●東京湾北部地震の震度 分布

地震については、関東大地震から９０年近く
を経過した現在、関東地方は活動期にさしか
かろうとしているものとみられており、草加市に
おいては、東京湾北部を震源とする地震の被
害が懸念されます。
地質については、市域全域が軟弱な沖積層
であり、地震災害の影響を受けやすく、地下水
位も高いため、表層の砂質部が液状化を生じ
させやすい状況になっています。

大量の温室効果ガスが排出され続けた結

果、「地球温暖化」が問題となっています。

化石燃料によるエネルギー消費量を減らす

ためには、私たちの生活スタイルを省エネル

ギー型に変えていくことが重要です。節電等

に多くの人が取り組むことにより、かなりのエ

ネルギー消費量の削減が見込まれます。

●温室効果ガス排出量
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埼玉県合計（参考）

草加市

（千ｔ-CO2）

埼玉県

（千ｔ-CO2）

資料：埼玉県市町村温室効果ガス排出量推計報告書2011年度



前提となる条件⑤
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（３）経済

●行政コスト：持続可能な財政の確立
●一般会計歳入歳出

●市債残高

歳入については、市税などの自主財源

は増加している一方で、国県支出金な

どの依存財源の割合も高くなってきて

います。歳出については、福祉や子育

て支援などの事業を行う民生費が年々

増加しているのに対し、道路工事など

の事業を行う土木費は減少傾向にあり

ます。

市債は、将来に大きな負担を残さな

いよう、適正な管理運営を行う必要が

あります。市では積極的な償還や計

画的な借り入れに努め、平成16年度

以降市債等の残高は減少しています。



前提となる条件⑥

SOKA CITY
©2014 草加市 ｜10

●行政コスト：公共施設の維持・更新に必要な経費の増加
現在の公共施設の延床面積をすべて維持した場合、建物の更新年度が到来した時点で、大規模改修

または建て替えを行ったとすると、2052年度までの今後40年間にかかる費用は、
約1,779億円、年平均約44億円と試算されます。

出典：『草加市公共施設マネジメント白書2014』

2014年度 2024年度 2034年度 2044年度
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（仮）第四次草加市総合振興計画・草加市都市計画マスタープラン改訂にあたっての考え

方(案) 

 

Ⅰ 第四次草加市総合振興計画の改訂について 

１ 改訂にあたっての基本的な考え方 

1-1 平成25年２月に策定した「地域経営指針」で設定した３つの理念、「「地域の豊かさ」を最優先

に考える」、「つよいまちをつくる」、「資源を有効に活用する」については、草加市のまちづくり

全般に関連する重要な視点であることから、（仮）第四次総合振興計画でも計画の「基本的な姿

勢」として位置づけます。 

1-2 将来都市像である「快適都市」は、現行計画にあるように、まちづくりの「永遠のテーマ」とも

いえるものであること、第二次計画から継続して将来都市像として掲げていることから、第四次

計画でもそのまま継承するものとします。ただし、理念（基本的な姿勢）を受け継いだ「地域経

営指針」の目標である「地域の豊かさの創造」を付け加えるものとします。 

 

２ 今回検討いただきたいポイント 

2-1 計画の体系について 

 新たな時代潮流に対応し、地域の豊かさを創造し、快適都市を実現していくため、第四次総合振興

計画では、以下に示す計画の体系で様々な取り組みを展開していくことを考えています。 

 次頁の計画の体系に●印で書かれている主要な取組を参考に、それぞれの項目でどのような取組を

実施したらよいかをお考えください。 

 また、そのほか、計画の体系について、どのようなことでも結構ですので、ご意見をお聞かせくだ

さい。 
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■第四次総合振興計画の体系案（●印で示したものは位置づけられる主要な取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

快
適
都
市 

〜
地
域
の
豊
か
さ
の
創
造
〜 

１ 快適な環境 －環境にやさしい水と緑のまちをつくる－ 

２ 安心と安全 －人にやさしい安心して住み続けられるまちをつくる－ 

３ 活気の創出 －にぎわいのあるまちをつくる－ 

４ 地域の共生 －ともに力をあわせて自分たちのまちをつくる－ 

５ 地域経営を進める市役所   ※今回の検討対象ではありません 

（1）水と緑のまちづくり 

（2）環境との共生 

（3）良好なまちづくり 

（4）安全で円滑な交通 

（5）安全性の高いまちづくり 

（6）にぎわいの創出とものづく
りの発信 

（7）心地よい風景づくり 

（8）活力と生きがいのある高齢
社会 

（9）みんなで取り組む子育て 

（11）草加らしい豊かな暮らし 

（10）ともに暮らす地域づくり 

●親水空間の創造 
●緑の保全 

●緑の創出 

●環境への負荷の少ない循環型社会の構築 
●地球環境の保全 

●計画的な土地利用の誘導 
●良好な市街地の形成 
●良好な住環境の形成 

●公共交通環境の推進 
●幹線道路の整備 

●生活道路の整備 

●水害に強い河川等の整備 
●良質な水の安定供給／●公共下水道の整備 

●地域防災力の強化／●防犯意識の普及・高揚 

●ものづくりの振興 
●伝統産業の育成 

●魅力ある観光の推進 

●生活風景の創出 
●誰もが利用しやすいまちづくり 

●高年者の自立支援 
●社会参加と生きがいづくり 

●介護保険制度の円滑な実施 

●子育て支援の実施 
●良質な保育環境づくり 
●学校経営の充実／●子どもの居場所づくり 

●生涯学習活動の充実 

●文化・スポーツ活動の振興 

●健康づくりの啓発と実践／●地域医療体制の推進 

●市民活動の推進 
●地域福祉活動の推進／●障がい者の更生援護 

●就労者の安定支援／●人権啓発の推進 
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Ⅱ 草加市都市計画マスタープランの改訂について 

１ 改訂にあたっての基本的な考え方 

1-1 総合振興計画と同時に策定するため、将来都市像も含めて、総合振興計画の基本構想の考え方を

基本的に踏襲するものとします。 

1-2 現行の都市計画マスタープランでは想定されていなかった、人口減少社会や超高齢社会の到来、

地球環境の悪化や大規模地震、これまでの想定を超える集中豪雨など自然災害の発生確率の上昇、

公共施設や道路、上下水道などの都市基盤施設の維持管理に伴う財政負担の大幅な増加などに対

処する必要があり、そうした点を中心に見直しを行います。 

1-3 都市計画マスタープランでは、計画の実行性を高めるため、原則として計画期間である２０年で

実施することが見込まれる取組に重点を置いて記載するものとします。 

 

２ 今回検討いただきたいポイント 

2-1 都市づくりの目標について 

 これまでは５つの目標を掲げて取り組んできましたが、新たな課題に対処するため、６つめの目標

として「社会潮流に対応したまちづくりを進める」を追加したいと考えています。 

 また、それに合わせてこれまでの目標についても一部を見直し、整理をします。 

 これらの修正について、「良い点」と「改善したい点」、さらに目標を達成するために「重点的に取

り組むべきこと」の視点からみなさんのご意見をお聞かせください。 
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■都市計画マスタープラン 都市づくりの目標の改訂案（下線部分が修正箇所） 

現行都市計画マスタープラン 都市計画マスタープラン改訂事務局素案 改訂の趣旨 

（１）それぞれの生活圏を活かしたまちづくりを進める 

 草加市は、都市近郊農村から急速な発展を遂げたため、都市

基盤の整備が立ち後れており、今なお農地が多く残されている

反面、急激に市街化し、戸建木造住宅の住宅地が無秩序に形成

されている地域が多いまちです。また、住宅地を結ぶ道路も旧

来の農道から発達した狭あいな道路が多数あります。 

 

①草加市は、鉄道の各駅を中心に同心円的に発展した住宅都市

であり、その立地特性を十分に認識しながら、それぞれの生

活圏を重視した都市の骨格づくりを進めます。 

（１）それぞれの生活圏を活かしたまちづくりを進める 

 草加市は、都市近郊農村から急速な発展を遂げたため、都市

基盤の整備が立ち後れており、今なお農地が多く残されている

反面、急激に市街化し、戸建木造住宅の住宅地が無秩序に形成

されている地域が多いまちです。また、住宅地を結ぶ道路も旧

来の農道から発達した狭あいな道路が多数あります。 

 

①草加市は、鉄道の各駅を中心に同心円的に発展した住宅都市

であり、その地域特性を十分に認識しながら、それぞれの生

活圏を重視した都市の骨格づくりを進めます。 

●大きな変更はありま

せん。 

（２）便利で安全なまちづくりを進める 

 草加市のまちづくりの将来を考えるとき、まず第一にクロー

ズアップされる問題は、無秩序に市街化が進行し、なしくずし

的にできたまちとしての都市基盤整備の大きな立ち後れが挙げ

られます。 

 まちは、何よりも文化的、近代的な社会生活をおくるうえで、

利便性、快適性を備えかつ安全でなければならず、それがまち

に求められる基礎的な条件です。 

 

 

 

①人々の生活を支え、物の流通や経済活動の活性化を図るため、

地域生活踏まえたバス・鉄道などの公共交通網の充実や幹線

道路から生活道路までの体系的な道路整備を進め、総合的な

交通のネットワーク化をめざします。 

 

 

（２）連携しやすいまちづくりを進める 

 草加市のまちづくりの将来を考えるとき、第一にクローズア

ップされる問題は、無秩序に市街化が進行したために都市基盤

整備の大きな立ち後れたことが挙げられます。 

 

 まちに求められる基礎的な条件である利便性、快適性を高め

るためには、人が集まる拠点と、交通弱者を含めたあらゆる市

民が安全かつ便利に移動できる交通ネットワークを整備するこ

とで、市民が様々な場所にストレスを感じることなく移動でき

る環境を高めなくてはなりません。 

 

① 人々の生活を支え、物の流通や経済活動の活性化を図るた
め、地域生活踏まえたバス・鉄道などの公共交通網の充実や

幹線道路から生活道路までの体系的な道路整備を進めると

ともに、環境にやさしい新たな移動手段の活用検討を行うな

ど、総合的な交通のネットワーク化をめざします。 

 

●「（２）の安全」に関

する事項は、「（６）

社会潮流への対応」

に集約します。 

 

●市民の移動環境を向

上されるため、「拠点

づくりとネットワー

ク形成」の視点から

記述を修正します。

なお、①で記述して

いる「環境にやさし

い新たな移動手段」

とは、例えば、超小

型の車両※などで

す。（※：「超小型モ

ビリティ」国交省） 



5 

現行都市計画マスタープラン 都市計画マスタープラン改訂事務局素案 改訂の趣旨 

 

 

③鉄道や都市計画道路の整備に伴う周辺開発動向を活かして、

都市基盤整備を推進するとともに商業業務機能をはじめとし

た都市型産業などの振興を図ります。特に駅周辺地区におい

ては、商業活動だけでなく、文化・スポーツ・コミュニティ

などの複合的な機能を有した地域の交流拠点として、それぞ

れの地域特性を反映した個性豊かな拠点づくりを推進しま

す。 

④広域避難場所や避難路の整備及び沿道の不燃化などを進める

とともに、市街地の特性や課題に対応した災害に強い市街地

の整備を推進し、安全な都市の形成をめざします。 

②平坦な地形条件から利用者が多い自転車は、環境への負荷も

少ないエコな交通手段であることから、その走行環境の整備

を進め、利用を促進します。 

③鉄道や都市計画道路の整備に伴う周辺開発動向を活かして、

都市基盤整備を推進するとともに商業業務機能をはじめとし

た都市型産業などの振興を図ります。特に駅周辺地区におい

ては、商業活動だけでなく、文化・スポーツ・コミュニティ

などの複合的な機能を有した地域の交流拠点として、それぞ

れの地域特性を反映した個性豊かな拠点づくりを推進しま

す。 

 

●環境や健康増進の観

点から「自転車利用

環境」について加筆

しています。 

 

 

 

 

 

●④の「防災」につい

ては、（６）に移動し

ています。 

（３）快適でうるおいある住環境づくりを進める 

 本市は、東京至近の立地特性から産業と住宅地の調和したま

ちとして発展しており、今後とも基本的にこの性格は変わらな

いものと思われます。 

 その市街地の変遷から、東武鉄道伊勢崎線や国道などの幹線

道路を軸に市街化が進展すると同時に、周辺に都市化の波が急

速に進行し、農地と住宅地が様々な度合いで混在したかたちで

市街地が形成されてきており、多くの居住環境問題を抱えてい

ます。 

 

①みどりの保全と市街化の調和のとれた計画的なまちづくりを

進めるなど、それぞれの地域の特色を活かした快適な住環境

づくりを推進します。 

②公園・緑地、下水道などの計画的な整備を積極的に推進し、

市民生活の利便性、快適性の確保に努めます。 

③本市は市街化の変遷や地形、道路状況などの地域特性から、

（３）快適でうるおいある住環境づくりを進める 

 本市は、東京至近の立地特性から産業と住宅地の調和したま

ちとして発展しており、今後とも基本的にこの性格は変わらな

いものと思われます。 

 その市街地の変遷から、東武スカイツリーラインや国道など

の幹線道路を軸に市街化が進展すると同時に、周辺でも都市化

の波が急速に進行し、農地と住宅地が様々な度合いで混在した

かたちで市街地が形成されてきており、多くの居住環境問題を

抱えています。 

 

①みどりの保全と市街化の調和のとれた計画的なまちづくりを

進めるなど、それぞれの地域の特性を活かした快適な住環境

づくりを推進します。 

②公園・緑地、下水道などの計画的な整備を積極的に推進し、

市民生活の利便性、快適性の確保に努めます。 

③本市の市街化は、駅周辺の商業地域の拠点地区と松原団地等

●（３）は、「都市構造」

についての方針を記

述することが趣旨で

すので、土地利用の

区分は、分野別方針

で記述することとし

ます。 
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現行都市計画マスタープラン 都市計画マスタープラン改訂事務局素案 改訂の趣旨 

都市型住宅地ゾーン、一般住宅地ゾーン、低層住宅地ゾーン、

工業地ゾーンの大きく４つに分けられます。これらゾーン別

の市街地の特性や居住環境、道路、公園などの生活環境課題

に対応した住環境の保全や改善を図ります。 

の集合住宅団地地区を除けば、ほとんどが１～３階建ての低

層住宅により形成されていることから、それぞれの市街地の

特性や居住環境、道路、公園などの生活環境課題に対応しつ

つ、ゆとりのある住環境の保全や改善を図ります。 

 

（４） 住・商・工・農が共存するまちづくりを進める 

 本市は東京近郊の住宅、商業、工業、農業が共存して発展し

たまちです。 

 しかし、近年の都市構造や産業構造の変化により、まちづく

りの視点から草加市の産業のあり方を問い直すことが望まれて

います。 

 

①地域特性に合った産業の育成や構造転換を積極的に図り、住

環境と産業が調和したまちづくりをめざします。 

 

②市民の職場の確保など、新たな職住近接のまちづくりをめざ

して、古くからの地場産業や新しい都市型産業の振興を図り

ます。 

（４）住・商・工・農が共存するまちづくりを進める 

 本市は東京近郊の住宅、商業、工業、農業が共存して発展し

たまちです。 

 しかし、近年の都市構造や産業構造の変化、近隣における新

たな大規模小売店舗の出店等により、産業的な活力が失われつ

つあり、産業面の活性化が求められています。 

 

①地域特性に合った産業の育成や市民よる起業等を促進するな

ど、住環境と商業・工業・農業の各産業が調和したまちづく

りをめざします。 

②市民の職場の確保など、新たな職住近接のまちづくりをめざ

して、古くからの地場産業や新たな産業立地、市内での起業

等による産業の振興を図ります。 

●前向きな表現とする

ために「産業のあり

方を問い直す」との

表現を、「産業の活性

化」としていう視点

の記述に改めていま

す。 

 

●②では、市内での市

民による起業等の促

進について加筆して

います。 

（５） 個性と調和のあるまちづくりを進める 

 余暇時間の増大や人々の価値観の多様化により、市民がまち

の中で、多様に暮らし、活動できる場が求められています。 

 草加のまちには、地域ごとに人々の生活に深く根ざした自

然・歴史・文化があります。それらを後世に残し発展させてい

くとともに、その地域なりの個性を尊重し、全体的なまちづく

りと調和した地域づくりが望まれています。 

①農地や河川など、みどりや水辺空間の資源が多く残されてい

ます。特に、農地に囲まれた樹林地や屋敷林のある風景は草

加らしさを表しており、身近な公園が少ない草加市にとって

（５）個性と調和のあるまちづくりを進める 

 余暇時間の増大や人々の価値観の多様化により、市民がまち

の中で、多様に暮らし、活動できる場が求められています。 

 草加のまちには、地域ごとに人々の生活に深く根ざした自

然・歴史・文化があります。それらを後世に残し発展させてい

くとともに、その地域なりの個性を尊重し、全体的なまちづく

りと調和した地域づくりが望まれています。 

 

①農地や河川など、残されたみどりや水辺空間の資源が市内に

点在しています。特に、農地に囲まれた樹林地や屋敷林のあ

 

 

 

 

 

 

 

 

●みどりや水辺空間が

「多く残されてい
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現行都市計画マスタープラン 都市計画マスタープラン改訂事務局素案 改訂の趣旨 

貴重な緑地空間です。これらの資源の保全・活用により、身

近なみどり・オープンスペースの確保や、公園・緑地の計画

的な整備を推進し、農業振興策を検討するなど、農地と緑地

の両面から保全策を検討していきます。 

②建築物や道路空間、公共施設などの個性ある景観の形成やみ

どり豊かなまちなみの整備などを進めることにより、市民が

まちの中で多様に暮らし、活動できる場として個性的で調和

のとれたうるおいのある都市空間の形成をめざします。 

る風景は草加らしさを表しており、身近な公園が少ない草加

市にとって貴重な緑地空間です。これらの資源の保全・活用

により、身近なみどり・オープンスペースを確保する一方、

公園・緑地の計画的な整備を推進するなど、農地と緑地の両

面から保全を推進します。 

②建築物や道路空間、公共施設などの個性ある景観の形成やみ

どり豊かなまちなみの整備などを進めることにより、市民が

まちの中で多様に暮らし、活動できる場として個性的で調和

のとれたうるおいのある都市空間の形成をめざします。 

る」とはいいきれな

いため、「残されたみ

どりや水辺空間の資

源が市内に点在して

います」と修正して

います。 

 

※現行計画では記述なし 

 

（６）社会潮流に対応したまちづくりを進める 

 人口減少社会、超高齢社会が到来することで、まちのあり方

も高年者や障がい者などにやさしいまちへの転換、増加する空

き家への対応など、様々な課題の発生が想定されます。そうし

た課題は地域ごとに置かれている状況がことなることから、地

域住民が主体となって、地域課題を改善していく市民参画によ

るまちづくりを推進することが求められます。 

 また、市街化が進展している草加市では、公共施設や道路、

上下水道などの都市施設が一斉に更新時期を迎えつつあり、費

用負担の平準化や施設の集約化などにより、財政負担を軽減し

なければなりません。 

 さらに、東京湾北部地震や茨城南部地震などの想定される巨

大地震や、頻発する短時間集中豪雨への対応など、まちの安全

性を高めるための取り組みについても早急に実施していくこと

が求められます。 

①まち空間のバリアフリー化やユニバーサルデザイン化、移動

環境の改善、高年者等の地域における居場所となる空間づく

り、空き家対策の導入など、人口減少社会、超高齢社会に対

応するための取り組みを強化します。 

●「（６）社会潮流に対

応したまちづくりを

進める」という項目

を追加しました。 

●ここでは、現行計画

策定後の社会潮流の

大きな変化に対応す

るため、①高年者や

障がい者にやさしい

都市づくり、②地域

レベルでのまちづく

りの推進、③公共施

設や都市基盤施設の

管理・改修等にあた

っての財政負担の軽

減、④自然災害への

対応について新たに

記述しています。 
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②草加市が推進しているパートナーシップによるまちづくり

を、地域レベルでのまちづくりでも推進し、地域のまちづく

りの主体として市民の様々な活動の支援を推進します。 

③公共施設総合管理計画を策定し、財政負担を軽減しながら、

公共施設の適正な管理と改修、建て替え等を推進します。 

④建物の不燃化などを進めるとともに、市街地の特性や課題に

対応した災害に強い、安全な都市の形成をめざします。 
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